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醸酒冨竪霊魂羽田

(3月末日現在〉 前月比

人口 54.969 Cd.64D 
{男 26，247ω83)
女 28.722 Cム ZBD

世帯数 12.579 C+ 7) 

転入 582 出生 85 
転出1，279 死亡 34 
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

五
月
五
日
は
子
供
の
日

子
供
は
明
る
い
家
庭
・
環
境
で

ー

一
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す
み
き
っ
た
五
月
の
空
に
、

元
気
よ
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ

b
。

元
気
に
と
び
ま
わ
っ
て
い

る
子
供
た
ち
は
人
類
の
未
来

の
に
な
い
手
で
す
。
こ
の
子

供
た
ち
が
り
っ
ぽ
な
社
会
の

構
成
員
と
な
る
か
ど
う
か
は

社
会
の
発
展
、
文
化
の
進
歩

と
つ
な
や
か
っ
て
い
ま
す
。

国
際
連
合
で
は
、
児
童
の

福
祉
と
幸
福
を
求
め
る

H
H

児

童
権
利
宣
言
d

を
全
世
界
に

宣
言
し
、
わ
が
国
で
も
、
昭

和
二
十
六
年
五
月
五
日
、
児

童
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

今
年
も
五
月
五
日
か
ら
一

週
間
、
こ
の
宣
言
と
憲
章
の

約
束
を
は
た
し
実
現
す
る
た

め
に
、
児
童
福
祉
週
間
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
一
体
と

な
っ
て
、
子
供
た
ち
の
人
権

を
保
障
し
、
守
り
育
て
て
行

こ
う
で
は
あ

D
ま
せ
ん
か
。

④
母
と
子
の
栄
養
を
高
め
ま

し
よ
う
。

②
子
供
の
事
故
を
な
く
し
ま

し
よ
う
。

③
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
環

境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

/ ， -

腕

‘ 

M

お
茶
の
栄
養
H

八
十
八
夜
(
五
月
二
日
)

を
す
ぎ
る
と
か
告

b
の
高
い

沿
い
し
い
新
茶
が
出
ま
わ

D

わ
た
く
し
た
ち
の
い
こ
い
の

ひ
と
と
き
や
食
後
の
一
服
を

さ
ら
に
た
の
し
い
も
の
に
し

て
く
れ
ま
す
。

ぺ
心
者
茶
に
は
せ
ん
茶
、
ま
つ

茶
、
番
茶
、
玉
露
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ

D
ま
す
が
、
そ
の
成
分

も
複
雑
で
、
甘
味
は
テ
ア
ミ

ン
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
果
糖

プ
ド

I
糖
な
ど
の
作
用
で
、

に
が
味
は
カ
フ
ェ
イ
ン
、
渋

味
が
タ
ン
ニ
ン
で
す
。

長
茶
を
飲
み
す
ぎ
る
と
眠

れ
な
く
怠
る
の
は
カ
フ
ェ
イ

ン
が
大
脳
の
中
植
神
経
を
興

奮
さ
せ
る
た
め
で
す
が
一
方

疲
労
回
復
、
利
尿
、
強
心
な

ど
の
作
用
も
あ
り
ま
す
.

閥
的
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
、
カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

A
、
D
山

C
左
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

と
く
に
朝
の
一
ば
い
は
貴

重
な
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
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秩
父
宮
妃
殿
下
が
大
村
市
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
す

日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総
裁
で
あ
ら
れ
る
秩
父
宮
妃
殿

下
は
、
日
赤
長
崎
県
支
部
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
(
五

月
七
日
佐
世
保
市
民
会
館
で
行
な
わ
れ
る
)
に
ご
出
席
さ

れ
る
の
を
機
会
に
五
月
六
日
大
村
市
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
す

行
程

大
村
空
港
(
一
時
四
十
分
着
〉
↓
自
動
車
試
験
場
前
↓
古

町
通
D
↓
乾
馬
場
通
h
y
↓
向
陽
町
↓
大
村
駅
前
右
折
↓
郵

便
局
前
↓
日
号
国
道
左
折
↓
大
村
市
役
所
(
一
時
五
十
五

分
着

・
市
役
所
に

て
四
十
分
間
御
休
け
い
)
↓
佐
世
保
市

( z ) 

五
月
は
赤
十
字
運
動
の
月

世
界
中
の
ど
こ
へ
行
っ
て

も
白
地
に
赤
十
字
の
旗
を
知

ら
な
い
人
は
あ

b
ま
せ
ん。

赤
十
字
は
、
国
家
権
力
や
武

力
、
強
制
力
な
ど
い
っ
さ
い

の
権
力
に
た
よ
ら
や

J

、
ま
た

政
治
や
法
律
な
ど
の
権
利
義

務
を
よ
D
ど
こ
ろ
と
せ
歩
、

た
だ
博
愛
、
人
道
の
精
神
と

人
々
の
理
解
協
力
に
訴
え
て

い
る
の
が
特
長
で
す
。

ま
た
人
命
の
尊
重
を
共
通

基
盤
と
し
、
国
内
は
も
ち
ろ

ん
国
際
的
に
も
人
々
の
幸
福

と
世
界
の
平
和
の
実
現
に
向

っ
て
い
ろ
い
ろ
の
事
業
を
行

怠
っ
て
い
ま
す
。

例
へ
ば
、疾
病
の
予
防
、健

康
の
増
進
、
救
急
や
水
上
安

全
、
家
庭
看
護
な
ど
の
普
及

指
導
、
奉
仕
活
動
、
ま
た
風

水
害
の

と
き
機
を
失
せ
な
い

災
害
救
護
な
と
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
手
を
ひ
ろ
け
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

特
に
新
し
い
事
業
と
し
て

献
血
運
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
手
術
に
な
く
て
は

な
ら
左
い
輸
血
用
の
血
液
が

日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
売
血

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い

る
現
状
を
、
売
血
に
よ
ら
4
j

献
血
に
よ
っ

て
純
粋
な
血
液

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本

の
血
液
制
度
を
改
革
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
運

動
は
こ
れ
か
ら
の
日
赤
に
課

せ
ら
れ
た
大
事
業
で
す
。

こ
の
よ
う
に
赤
十
字
の
任
務

は
ま
ず
ま
ず
大
き
く
な

っ
て

語

り
、
さ
ら
に
国
民
か
ら
親

ノ

し
ま
れ
、
園
民
の
た
め
の
赤

十
字
に
怠
る
よ
う
に
努
力
し
一
回
社
会
福
祉
主
事
と

て
い
ま
す

。

一

保

母

を

募

集

大
村
市
内
で
は
、
三
十
九
一
市
で
は
職
員
の
募
集
を

つ
ぎ

年
度
の
日
赤
社
資
目
標
額
七
一
の
と

キ
り
行
な
い
ま
す
。

十

一
万

一
千
六
百
円
に
対
し

一

職

種

①
社
会
福
祉
主
事

市
民
み
な
さ
ん
の
協
力
で
七

一

@
保
母

十
三
万
三
千
三
百
七
円
と
百

一
募
集
人
員

若
干
名

三
パ

ー
セ
ン

ト
を
達
成
す
る
一

受
験
資
格

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
①
社
会
福
松
主
事

本
年
度
も
各
町
総
代
会
、
日

一
何

学
校
教
育
法
に
基
く
大

赤
奉
仕
団
、
民
生
委
員
協
議

一

学、

旧
大
学
令
に
基
く
大

会
な
ど
の
協
力
を
得
て
赤

十

一

学

、
旧
高
等
学
校
令
に
基

字
運
動
を
推
進
い
た
し
ま
す

一

く
高
等
学
校
ま
た
は
旧
専

の
で
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
主

一

門
学
校
令
に
基
く
専
門
学

告
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

校
に
沿
い
て
、
厚
生
大
臣

一

の

指
定
す
る
社
会
福
祉
に

一

関

す
る
科
目
を
修
め
て
卒

.
福
祉
年
金
受
給
者

へ

お

一

業
し
た
者

し

ら

せ

一

例

厚
生
大
臣
の
指
定
す
る

福
祉
年
金
を
受
け
て
も相
ら

一

養

成

機
関
ま
た
は
講
習
会

れ
る
方
は
、
福
祉
年
金
所

一

の

課
程
を
修
了
し
た
者

得
状
況
届
を
提
出
す
る
時

一

り

昭
和
四
十
年
五
月
一
日

期
で
す
。
五
月
六
日
か
ら
一

現
在
で
年
令
満
二
十
才
以

保
険
年
金
諜
と
出
張
所

で

-

上

最

治
む
ね
三
十
才
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

一

の

男
子

三
十
九
年
分
所
得
状
況
を

一

②

保
母

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
届
一
利
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
保

出
に
は
年
金
証
書
と
印
鑑

-

母

を
養
成
す
る
学
校
そ
の

が
必
要
で
す。

一

他

の

施
設
を
卒
業
し
た
者

M
W
保
母
試
験
に
合
格
し
た
者一

例
昭
和
四
十
年
五
月

一
日
現
一

在
で
年
令
満
二
十
才
以
上

一

治
者
む
ね
三
十
才
ま
で
の

一

女
子

-

Eぺ
社
会
福
社
主
事
、

一

保
母
と
も
に
大
村
市
に
居
一

住
す
る
者
ま
た
は
採
用
後

一

居
住
し
う
る
者

-

試
験
身
体
検
査
・
面
接
試

一

験
ほ
か

一

試
験
日
五
月
中
旬
の
予
定

一

受
験
手
続
五
月
一
日
か
ら
-

五
月
十
日
ま
で
の
執
務
時

一

間
内
に
市
人
事
課
に
願
書

一

を
提
出
す
る

こ
と
。
な
お一

く
わ
し
い
こ
と
は
人
事
課

一

へ
治
た
十
ね
く
だ
さ
い
。
-

E
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
臨
一

時

女
子
従
事
員
を
募
集

一

資
格

市
内
居
住
の

三
十
五
一

才
以
下
の
女
子
。

一

手
続
五
月
十
五
日
ま
で
に
履

一

歴
書
を
事
業
課

へ
提
出

一

選
考

五
月
十
八
日
、
午
前

一

九
時
か
ら
事
業
課
で
行
一

な
い
ま
す
。
そ
ろ
ば
ん
一

筆
記
具
、
昼
食
を
ご
持

一

参
く
だ

さ

い

。

一

~、、‘4、、、
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船
津
港
(
三
浦
)
の
防
波
堤
完
成

三
浦
の
船
津
港
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
波
堤
が
で
き
あ
が

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
港
は
三
浦
地
区
の
農
産
物
の
積
出
し
ゃ
、
漁

業
用
に
も
利
用
さ
れ
、
と
く
に
突
風
な
ど
の
と
き
の
船
の
避
難

場
所
と

L
て
重
要
な

も

の

で

す

。

長

さ

H

二
十
メ
ー
ト
ル

巾
u
一一一
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
l
百
二
十
六
万
円
。

昭和33年4月22日第三種郵便物語、可り大村市政だよ(3) 

観光地はきれいにノ

野岳キャンプ場と萱瀬ダムに公衆便所が作られましたD

市民のみなさんもお互いに協力して市内の観光地をきれいに

しようではありまぜんか。 総工費は2棟で60万円。

-
中
小
企
業
振
興
資
金
を
あ
っ
せ
ん

マ

借

入

申

込

マ

保

証

人

二

人
以
上

①
市
内
に
住
所
及
び
居
舗
を

マ
申
込
書
類
信
用
保
証
委

有
し
同
一

業
種
を
引
き
続
き

託
書
、
保
証
人
調
書
各
二
部

一
年
以
上
経
営
し
て
い
る
中
昭
和
三
十
九
年
度
市
民
税
、

小
企
業
者

固
定
資
産
税
の
納
額
証
明
書

②
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
設
備
資
金
の
場
合
は
計
画
書

象
業
種
を
営
な
み
市
税
を
完
と
図
面
を
添
付
。

納

し

て

い

る

も

の

マ

申

込

受

付

五

月

十

日

か

③
資
金
の
使
途
が
運
転
及
び

ら
二
十
日
ま
で

設
備
資
金
で
あ
る
こ
と
。

マ
申
込
所
大
村
商
工
会
議

マ
貸
付
限
度
額

五

十

万

円

所

マ
融
資
期
間

運
転
資
金
H

な
お
信
用
保
証
協
会
の
保
証

一
年
以
内
、

設
備
資
金
H

二
を
必
要
と
し
、
保
証
料
は
日

年

以

内

歩

四

厘

で

す

。

マ
利
率

日
歩
二
銭
三
厘

愛の血液

たすける運動

ダムをからすな
きあみんなでためよう

愛の血液



住
民
登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
一

っ
て
入
学
、
印
鑑
登
録
の
申
一

請
、
自
動
車
、
パ
イ
ク
在
ど
一

の
免
許
受
験
申
請
、
同
居
扶
-

養
な
ど
の
諸
証
明
が
で
き
る

一

の

で

す

。

一

私
た
ち
は
市
役
所
に
い
く
こ
一

と
を
沿
っ
く
う
に
思
つ
た
り
一

手
続
き
が
面
倒
く
さ
い
と
い
一

う
こ
と
で
つ
い
忘
れ
勝
ち
に
一

な

D
ま
す
が
、
異
動
を
生
じ
一

た
場
合
は
必
守
期
間
内
に
届
一

け
出
を
す
ま
せ
る
よ
う
に
心

一

が
け
、
後
で
面
倒
な
こ
と
が
一

治
こ
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し

一

た
い
も
の
で
す
。

一

九抑制5長
五
月
は
入
学
や
就

職
、
転
職
な
ど
で

異
動
の
多
い
月
で

す
。
住
民
登
録
法

で
は
、
住
居
の
変

動
が
あ
っ
た
場
合
h

は
新
し
い
住
所
を
…
住
民
登
録
の
転
入
転

定
め
た
日
か
ら
十
…
出
の
手
続
に
つ
い
て

四
日
以
内
に
必
十

届
け
出
を
し
左
け

更
す
る
こ
と
で
、
他
の
市
町

村
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
を

転
入
と
い
い
、
他
の
市
町
村

へ
出
て
行
く
こ
と
を
転
出
と

い
い
ま
す
。

お
し
ら
せ
「吋

1
1
4
J
t
l

、B
S
J

an-E 
f
k
 

h

り

-
自
動
車
・
ベ
ン
習
字

料
理
の
青
年
講
座
を

聞
き
ま
す

自
動
車
講
座

月
、
毎
週
木
曜
日
午
後
六

時

t
八
時

ム
会
場
中
央
公
民
館

ム
開
講
日
五
月
十
三
日

料
理
講
座

ム
期
日
と
時
間
五
月

t
翌

年
三
月
、
毎
月
第
三
日
曜

日
午
前
十
時
J
午
後
一
時

ム
会
場
中
央
公
民
館

ム
開
講
日
五
月
十
六
日

ム
期
日
と
時
間
五
月
1
十

月
、
毎
週
火
曜
日
午
後
六

時

t
八
時

ム
会
場

(
講
議
)
中
央
公
民
館

(
実
習
)
自
動
車
練
習
所

ム
受
講
費
テ
キ
ス
ト
代
、

実
習
費
の
一

部

ム
開
講
日
五
月
十
一
日

大 村 市 政 だ よ

労
き
‘
な
が
ら
学
び
た
い
人
々

の
た
め
に
、
次
の
三
つ
の
青

年
学
級
を
開
き
ま
す
。
対
象

と
な
る
人
は
市
内
在
住
の
二

十
五
才
以
下
の
勤
労
青
年

(
男
女
)
で
定
員
は
そ
れ
ぞ

れ
三
十
名
で
す
。
希
望
者
は

五
月
八
日
ま
で
に
市
教
育
委

員
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

届
け
出
は
、
世
帯
主
が
し
な

け
れ
な
b
ま
せ
ん
が
、
ど
う

し
て
も
で
き
な
い
と
き
は
、

こ
れ
に
代

っ
て
世
帯
を
管
理

す
る
者
が
届
け
出
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
在
っ

て
い
ま
す
。

転
居
と
い
う
の
は
同
一
の
市

国
春
の
殉
国
者
慰
霊
祭

ペ
ン
習
字
講
座

ム
期
日
と
時
間

町
村
の
区
域
内
で
住
所
を
変

五
月

t
七
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殉
国
者
春
季
慰
霊
祭
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
ご
遺
族
を
始
め
市

民
多
数
ご
参
列
く
だ
さ
い
。
な

治
遺
族
の
方
に
は
遺
族
章
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
市
保
険
年
金

課
か
出
張
所
で
治
受
取
り
く
だ

さ
い
。目

時

-
電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
b
差
押
え
た

財
産
を
公
売
し
ま
ず
か
ら
、

買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま

で
に
印
鑑
と
買
受
代
金
を
持

っ
て
ご
参
集
下
さ
い
。

公
売
日
時

五
月
十
二
日

午
前
十
時

公
売
場
所

F

市
収
納
課

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

公
売
保
証
金

見
積
価
額
の

百
分
の
十

代
金
納
付
期
限
五
月
十
二

日
午
前
十
一
時
三
十
分

な
治
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得

園
小
児
マ
ヒ
の
予
防
接
種

場 所!接種目

市役所 1 5月 10日

三浦診療所 f/ 

竹松出張所 I 5月 11月

松原出張所

諏訪公民館 1 5月 H日

萱瀬出張所 f/ 

福重出張所 15月 16日

市立病院 I5月 14:， 
鈴田出張所

※時聞は、いずれも午後

1時30分から 3時30分まで

ら
れ
な
い
場
合
は
、
売
却

決
定
を
取
b
消
し
ま
す
。

公
売
物
件
(
電
話
加
入
権
)

①
大
村
局
二
千
九
百
十
八

番
②
大
村
局
二
千
二
百
三
十

四
番

③
大
村
局
二
千
二
百
六
十

一
番

④
大
村
局
二
千
四
百
三
十

二
番

⑦
大
村
局
二
千
九
百
七
十

四
番

③
大
村
局
八
千
四
百
十
四
苓ザ

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
つ
ぎ
の

と
治

b
行
な
い
ま
す
。

該
当
者

昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
か
ら

三
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ

た

も

の

料

金

無

料

当

日

は

母

子

手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

五
月
十
三
日
午
前

十
時
三
一
十
分
か
ら

県
忠
霊
塔
(
宇
一
城
)

場
所

昭和40年 5月1日

回
池
田
堤
の
釣
掘
り
が
五
月
-
日
か
ら
解
禁
さ
れ
ま
す

入
漁
料
は
会
員
券
(
五
月
一
日

t
十
月

回
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

末
日
〉
千
五
百
円
・
当
日
券
二
百
円
。
入
漁
料
は
下
池
田
停
留
所
朝
長
宅
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

五
月
八
日
六
時
半

中
央
公
民
館

ラ
テ
ン
ヒ
ッ
ト
曲

映
画
主
題
曲

ク
一
ブ
ツ
シ

ッ
ク
曲

内場白
谷町 時

園
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
日
時

五
月
九
日
(
日
)
マ

コ
l
ス

大

多
武
↓
大
花
山
↓
南
川
内

マ
集
合
場
所
中
央
公
民
館
前
(
午
前
八
時
)
マ
携
行
品
弁
当
、
水
筒
マ
申
込
五
月
七
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
。
な
も
相
当
日
雨
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。¥、

¥ 

ノ


